
ブラジルにおける企業進出の諸問題

桑村温章

ブラジルの工業化は戦後，急速に進められ・い吉やラテン・アメリカ期一の工業ﾛ1を自翌する

童でに至っている。しかし，工莱化が急激であったがために，狐々の歪み力;生じ，ｌ杯決すべき多

くの1111皿をはらんでいる。ここで,これらＣ１ＩＩｌｍ点を提示し０これからの企莱経営をどのような視

点に立って展開していくべきかを悲える上に，多少なりとも券瀦Iてなれkf幸いである。この試み

の牛でｏとくに，工業化が地域的に偏在していることに嶋点をあて，東北伯の企業・投街誘致減

をみてみたいと思う。

Ｉ工業化の進展

ブラジルの工業化は１１２０～５０年に始浅ろ。他の低ＤＩＩ発国と同じくＩブラジルでも，

１，３０年代の世界恐悦，館一次大戦，そして第二吹大liiRによって輸入か佑稻状態にたると，

輸入代替に目的をおく衝内向きの同工業化（自給自足）政簸がとられI主としてlPiZWの輸入

代替が進んだ。木幡的な工業化Ⅲ祝の政筑は弟二次大戦後にとられたといってよく，それは洞

践財の部門だけにとど注らず，ビ1本財の部門'ても輸入代替が及んだという点で，侭的に戦ＩＭＩの

工業化と性格を異にしている。

．鋼二次大IWl後Ｃ工業発展の１９橿葹正確に特敏づけることは容易でない力８０－応，１１４７～

５５年，１９５６～６１年，１１６２～６３年，１１６４年｣ｳUbfの四段階に分けるのか妥当な

エゥである。

鰍１期（１９４７～５５年） 工業化への指向か加速化した１，４７年から，そのプロセ

スが軌迩に采ｂ,蜜た椛造的に不均衡Ztからも，エ業部111が

補完されるに至った１１５５年茜で。換曾すると，経済の中

に占めるエ梁の地位が砿立され，産業椛造に璽並をみた琲川

で,その過渡期でもある。

１１５０年に，経済柵造の不均衡是正と多鞭化をめざすＳ

ＡＬＴＥｌｌｆ面が施筑の基本として実施に移された。経厨・社
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ブラジルに村l↑ろ企菊地113の紺lUlKI

七・

会１W１発81i面の締であるが，中途で挫折した。

鋪Ⅱｌ１ｊｌ（１９５６～６１年）工莱化のプロセスかlit的にも彌的にも急.激に促迦された時

期であって，自動i１１工梁が導入され（１１５７年から６０年

定予に３１万６．５００台の梁用血．トラック．パス。ジープ

を製造），クピチニックがＦａＺｅｎ５０ｅｍ､５（５０年を

５年で）のスローガンで華々しく大統領に就任し，騒滴社会

開発５カ年Hf両（ＭｅｔａｓＲｆ両）を立案典施して今日のブラ

ジルの工業化に決曄的な伝搬をもたらした。

しかし．内的にはインフレ圧力か強安ｂ・物価の安定とか

金触・財政・為替の健全化仕全ら輔ニタ量的なものとして扱わ

れ，経済UIl莞とインフレの共存という特異な概念が既定のも

のとされていく。
oの

純mIUl（１９６２４１：～６５６１z）ＭＯｔａｓ櫛liiliが工難総歴に賛するところ犬であったｵ;ｂ経

済安定を捌牲にした工梁化個菰によって，ブラジル鯉済に籾

★の弊榔をもたら十。インフレの昂進対外悩務の累柵．外
､；￣

1Yの不足，艇業部門の比Wii左どが加わって縫済活DiOが鈍化し・

国民生活が圧jnされる。

クピチェゴクに代ったジロアン・ゴラール政権の１１６３

～６５年経済社会１１;1発５カ年計両（フルタート･計iim）１t，イ

ンフレを漸進的に仰I1iIlすると同時に，綴涜の不均衡を是正十
L↑g6

z､ととむI]的としたものであ烏が．それ主での工業化政譲か

ら生じたilZふかiHdw不姿｡,､社会既j回をIbたらし，フルタード

ilh1Iiiは全くlilH処たみない宵注。１９６４年３月末の１１(蛎載命

』.

■0

政椛忙よってIlMbつぶさ」1.た。
o□-

●①-
●
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第Br期（１９６４年以降） 経済開発とは工業化を椎池することのみにあらず，とのR識鷺の
■

上に立って，工業化爪視政旋力;強く反省され，ilHljnlのとれた国
”

づくりか進められている。経両力8徐々に安定化の方向をたどｂ

つつある。ブラジル経済の短みの是正と各地域の緑瀦力格差の均

衡のため，経済雅雌の強化，且莱榊造の近代化,･生活現境の風化，

特定地域の総合開発（工業化を含む）がはかられている。

ＣＤ

Ⅱ工業化の問題点

当初,、自給自足を目的として！主として滴lH財の輸入代将か進められたエ莱化路線も‘クピ

テニヅク時代に並化学工莱に、点が移された。工業製品を，軽工業製品と菰化学工数製品に分

けてみると，１１５０年代後半を塊に後者の比疏が大きくなっていろ。鉄鋼，自動蕊造船ｂ

家庭疋気機器など，ラテン・アメリカ下も有数の規換をもつ。姫近7.はｊ化学および石油化学
に力を注い〒齢ｂ，発展への大きな可能件を秘めている。

しかし，このような工数化も「急速に進められたがために，多くの俄鍵を淡而化させた..鈍；

－に,経瞭の避盤（エネルギー，迎輸，迦伯），良莱機櫛，金融機綱，流通槻榊をどの立通れ，

ないし,これらとエ莱化との緬完性の欠除。輔二に，部rIl1mの格差や地域柘蓬のjM大。第三に,

インフレ珊巡による経済成促と物､i安定の乖臘簸四に，人ロの都市躯中化に対する環境整鯛
の"ﾛ左どかそれ〒ある。エ菜化の進展によって，経済の拡大をもたらしたが，総果的にそれ
が国民生活の質的向上につながっていたいのである。

一般的に，低開発国の経済８M発はエ業化を`f心に進められる。フ・ラジルも例外下はない。こ

の経済開発か規悦の経済を形成しえないとき。輸入代替工業化そのものに限界が生じる。すな

わち，新しく企業を股ける秘合に，将来の柵嬰墹大を見越して，余力ある設備を投じるｶﾛ，国

内市楓が比較的に狭小なために量産体制がとれず０ために製品コストが高くつく。政府は一方，

画j，産業保硬の必要から，高率の関税や非関税陣盤を設定して知似品の輸入を服'こし上うとし，
企業は企業下，製品の品蜘・性能を向上させたｂ新しい技術を柳入しようとする恋欲に欠けが

ちとなる。つ愛ｂ，非経済的な工業が存立する。ということにたる。

このよう攻状態から脱却するために，とくに$､雄・女科、食品左との，いわゆる伝統的部門

を中心に既存企業の再鍋成と近代化を回る（ＦｕｎｄｏｄｅＭｏｄｅｒｎユｚａ９ａｏｅＲｅｏｒｇａ－

ｎユｚａ９ｉｉｏｌｎｄｕｓｔｒユａｌ工莱近代化．何脇成遊金の拡充）と同I畔に０維櫛の合211化，生
産性の向上など,企業の体質改警が進められねばならない。－万F精出描向型の工業化へｃ張
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ブラジルにおける企睡jLlIIO)MiIlllm

摸が必製とされるが」企業の休斑改善は，国際腕争力の培養といり棚点から進められねば左ら

たい。

ブラジル工業が総出指向型に国軌逝修正■されつつある，とみてよかろう。以下に，Ｖユsao

時１１７０年４月１１日号の時雄祀り“ＥｘｐｏｒｔａｒｐａｒａＣｒｅｓｃｅｒ：ＯＤｅｓａｒﾕo

docom6rcﾕoExterﾕ｡ｒ”（発展のための輸出一外国貿易の１兆戦）と若干の統計

分析により，工業製品の輸出動向をみてみよう。

寮ず，低開発国に共通した現製として‘ブラジルの輸出も，その大半を一次産品が占めてい

ることを挙げねばならない。コーヒー，綿花０秒鮪なぎを含む１０大輸出品目が輸出全体に占

める制令をみると，１９１０～１４年千年平均９Ｚ１％，１９２５～２，年下，４．４％，１９５５

～３，年下８２７％，１１４５～４，年〒７９８％』１１６１年に瀞いては７２．９％〒あった。

特定商品に上って絵出が支えられているの下あるが，年代を追って，そのショアが低示してい

ることから，輸出商品の多伽化（。ユｖｅｒｓｊｆｌｃａｌａｏ）が池ん〒いるといえる。ちなみに，

コーヒーは１９５２年に挙いて輸出の７ヨ.７％を占めていたが。１９６１年に｣Ｗ､て３５．８％

を占めるにすぎた1,,．他方,工業製品の占める制合は１９５５～５１年子年平均Ｃｌ５％〒あり；

１１５２年に裁いてすらｑ５発（７０２万1`０００ドル）と，コンマ以下千らる。

１，５２年というと，ＢＮＤＥ（経済011発銀行）が股匝され，その前年の５１年に工業開発

委員会（Ｃｏｍユｓｓ江ｏｄｓＤｅｓｅｎｖｏ１ｖユｍｅｎｔｏＩｎｄｕｓｔｒユａｌ）が股けられるなど，

工莱ｲﾋf11級が方向づけられたnrlUIに②たる。これ以後の工業製品総出の態嫌を次の３段階に分

けるのが妥当のようＴある。すなわち，１９５２～５１年を鰍１Ｍとし，そのうち１９５２～

５４年の５カ年において全輸出に占める工業製品の割合はコンマ以下下あったが，１１５５～

５１年には１％前後のシニアを占めるに至った昨川。範２Ｍは１９６０～６５年下，エ業製品

の輸出額が2.000万ドルから3,000万ドル台に確り，シェアが２％前後になった時JIL鉱

５J01は１９６４年以降下いようやく工業製IHIの輸出が本格的に伸びつつある時期，の３段階下

ある。１９６８年において0.工業製品の輸出楓は２臆１０４万２．０００卜･ル（１ｑ７％），

１１６９年のそれは２億８，３３９万１，００ト.ル（１２．５％）下,、１９６８年以降を銅４期と
｡｡■■Tq

して区分した万力Eよいかもしれない。．．、

'18ニヒイ,工業製品輸出の態搬をIil趣的にとらえることのほかに，質的に分析してみる必要も

:塗ゑれ後日にゆずることにしたい。ただ，い･■だブラジルの輸出が経済構造の牛に定jmrして

いるとはいえず，iiflI8のＶﾕｓａｏか「ｉ９７０年代において，ブラジルが年率6.2％の経済成

長（国内総生産による）を遂げるためには，輸出は年率6.6％の伸びを必嬰とする。藍だ野心
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的左といえるかもしれないが，決して不可能なこと子はない」と述べているよう忙，と上古〒

進展してきた工業化の歯ＪＩＬは止めることの下匙ないもの〒ろｂ，工業製品の市墹を国外にも求
めなければならない段階に至っている。

Ⅲ地域格差の是正

フ・ラジルの国内総生産（ＧＤＰ）の８０％が東南部・南部の生寵活動によるもの子あり，東

北地域は１６％，北部（アマゾン地域）は2.5％，中西部は1.9％を占めるにすぎ左い゜

いう宣下もなく，ブラジルのエ業生産践過庇といってよいくらいサンパウロ州に集中して

いる。サンパウロ州への工業無中腹は１９４，年において４ａＢ外下あったか，１１５Ｐ年に

は５５．２％，６４年には６２．２％へと高戎ｂをみた。１９７０年代において，東北地域やミナ

ス・ジニライス州に新しい工業か出現したり発展するにしても，いぜん過半（１１７０年下推

定５７％）を占めることになろうとみられている。別表は，企両宥のＩＰＥＡ（応用経済胸盃

院）の調充による＄の珂工柔製品の付加価値によb工業の地域躯中度をふたものT・らる。

工莱の地域別無中肛（兜）

－１１７０年一

１７－

北部 東北部 亜南部 1Ｗ部 中西部

化学

簾業

鉄鋼

磯械

木工・・家具

製紙や紙エ

ゴム

皮準

M1維紡賊

衣料．，はき物

企・飲料 タバコ

印刷ｐ山版

その他
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０
５
６
４
０
５

１
ｕ
０
．
．
．
．
、

２
５
２
２
１
０
１
１
０

０
５
０
５

１
０

Ｆ

８
４
０
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０
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１
１

１
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０
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０
０
０
７
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０
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ａ
１
ａ
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０
１

１
４
５
１
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１
１

０
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０
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０
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０
０
５
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０
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０



ブラジルにおIDろ企正述uIDWIIlI1m

（出所）企両者エＰＥＡの推計による。

（注）北ｉＨｌ：．アクレ,アマゾーナス，パラー’ロンドニアＩロライマ,アマパー

東北部：マラニャウンｊピアウイー,セアラー,リオ・クランデ゛ＩＦ・ノル

テ。バライーパ,ペルナンプコリアラゴアス,セルジッペパイー

ア

東南部：…ミナス．ジヨライニ「エスピリト・ポサントＤ●リオ・デ・ジャネイロ,

、クアナン:ラナサンパウロ．．、

南～部：パラナ。サンタ．カタリーナ，リオ・クランデ.F・スル

中西部：ゴヤスＯマ可卜・クロ旬ソ０連邦特別区

；，ブラジルの地域概差は，工窯部Iwlだけ-Ｊなく，民庇。所191インフラストラクチニア（下部

構造）な:ｒ，経済社会のあらゆる面にもみられる。これの是正のために，東北地域アマゾン

地hRJサンフラン:'兵。河流域（パイーア州），中１１厘部地域，南部３州に，それぞれ，内務省

の外刷として地域開発庁か股けられている。

ブラジルにおける地域開発の、初のものとして，サンフランシスコ流域会社（Ｃｉａ、Ｖａ１ｅ

ｄｏＳａｏＦｒａｎｃユＳＣＯ）がある、米国のＴ、Ｖ､Ａ・（テネシー河聞発）に範をとって､Ｉ識

されたのだが，１０地開発をめざしたもの〒あって，後進地域の広域開発下は当初ＯＯＤＥＣＯ

と呼ばれた現在のＳＵＤＥＮＥのlii4，ＣＯ、＆ｏ１ｈｏｄｏＤｅｓｅｎｖｏｌｖｍｅｎｔｏｄｏ

Ｎｏｒｄｅｓｔｅ（】K北11N発癖鵬会）がある。１１５１年４月の1M投下あるが，１，５１年１２月，

ＳＵＤＥＮＥ（Ｓｕｐｅｒｉｎｔｅｎｄ６ｎｃｉａｄｏＤｅｓｅｎｖｂｌｖ１ｍｅｎｔｏｄｏＮｏｒｄｅｓｔｅ

ｊｌ〔化１１１１発庁･).へと改組され０現在に至っている。

このＳＵＤＥｌＩＥの段I辺と成果の大きいことか他の地域開発庁の股肱を促し，ＳＰＶＥＡ（ア

マゾン地域経済握興企面庁)のSUDxil(Super1ntendenciadoD6serivoivユー

ｍｅｎｔｏｄ塾ＡｍａＺｏｎユａアマゾン地域朋発庁）への改組，SUDESTE（南西画壇哲理庁）

のＳＵＤＥＳＵＬ（Ｓｕｐｅｍｎｔｃｎｄ６ｎｃユａｄｏＤｅｓｅｎｖｏ１ｖｉｍｅｎｔｏｄｏＳｕｌ南部

聞発庁）への改組，ＳＵＤＥＣＯ（Ｓｕｐｅｒ１ｎｔｅｎｄｅｎｃｉａｄｏＤｅｓｅｎｖｏ１ｖｍｅｎｔｏ
．；

ｄｏＣｅｎｔｒｏ－Ｏｅｓｔｅ牛西部IjN発庁）の6蛾，サンフランシスコ河流域会社のＳＵＶＡＬＥ

（Ｓｕｐｅｒｍｔｅｎｄ６ｎｃ１ａｄｏＤｅｓｅｎｖｏｌｖユｍｅｎｔｏｄｏＶａｌｅｄｏＳａｏＦｒａｎ－

ｃユＳＣＯサンフランシスコ流域Bi１発庁）への改組，ＳＵＦＲＡＭＡ（Ｓｕｐｅｒユｎｔｅｎｄ６ｎｃユａ

ｄａＺｏｎａＦｒａｎｃａｄｅＭａｎａＵｓマナウス自由貿易地帝管理庁）のⅢ役,ＳＵＤＥＶＡＰ

（Superintend6ncﾕａｄｏＤｅｓｅｎｖｏｌｖﾕmｅｎｔｏｄｏＶａｌｅｄｏＰａｒａｌｂａ
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ｄｏＳｕユパライパ．ド．スル流域開発庁）の別段となった。

以上の開発庁のいずれにも属さない゛後進州”にエスピリト・サント州がある。ミナス・ゾ

コライス，リオ.デ．ジャネイロ，ｸｱﾅﾊﾟﾗ，サンパウロの各州もい'の開発庁にも属さな

い（ミブース．ジェライス州の北の一部はＳＵＤＥＩｖＥに入るか……）。そこ下」との５州詫対

象に「中東部開発庁」を別捜すべきだとの由もある。

、地域開発機関として，ＳＵＤＥＮＥやＳＵＤＡＭのような述邦政府機関のI､かに０州政府

の開発機関がある。その名称は審麟会，０１１発公社（翁おびね半官半民），ｌ】11発銀行と宝ら性ら

下あり，その蔀業範囲も多岐にわたっている力Ｉいずれも，州全体左いし州の特定地域の経済
力浮揚をめざすもの〒ある。

連邦の開発l3U3UとH1Ⅱの開発機関の機能に０しばしば｣】i奴することかある。このiK掴を避ける

ために，連邦政府のDII発庁がイニシアティブ゛をとるべきだが，迎邦機関ﾋﾋ州概関を，州槙肌は

速邦機関の行跡ビカを十分に知りつくしていないため。胸壁がとれにくいといわれている。む

しろ対立ａ心配する向きさえあるが，国家的見地からする鋼麓は楡々に〒はあるが確立されつ

つある。内務省，企画者のＩＰＥＡ（応用経済鯛交院），ブラジル地ＰＲ院が迦邦・州の開発機

DIIの瞳力を10て行なった全国総合開発かそれ下毛る。jIhhR開発と都市Biimiの鶴合した施飾とし

てOアマゾン流域と中西部左Ｆ，人口の過dil1地域に対しては空ＩＨＩ左埋めることを聯えり人口の

過密地域に対しては人口と産業を地方に散M1させる一方,P内部空間の合IIl1的・効率的利FWを考

えるというもの〒ある。地域開発と都市酬画が密接な関係にあること，すなわち，或る都市な

り鳳地jFRの開発IlImU力憐接地域および国家に関連することを毒,､【に入れて,開発拠点(p61｡）

と支拠点（ｐｏｎＣｏｄｅａｐｏユｏ）が選ばれた。開発拠点とは「広大な地域に経済的影押力

をもつ都市」下あり，マナウス，ベレン，プヵルクレー輯レシーブョ,サルパドール，ブラ

ジリア，ゴヤニ，クアナパラ，ペロ・オリゾンテ，サンパウロ，クリチーパ，ポルトアレク

レ子ある。「支拠点」とは，新しい産業都市としての地方都市といってよく，開発拠点の補完

的都市下ある。サンパウロ州-7はパウルー、アララクワラ，リペイロン・プレワト，サン・ジ

ロァン・デ・ポアピスク下ある。

企業も人も，大都市に架中しすぎることに対ナろ分放化簸下あるが，企業の011に，分散した

方が有利だと納側させうるだけの魅力ある國椀をつくることが先決下。金融面・硯IDI面下の優

辿描lBtだけ千分敗化が進むものかざうか，疑問祝される。

－１Ｐ－



ブラジルにｵ｣ける企簸巡M1のU11ilMIlm

ＩＶＳＵＤＥＮＥの活jiilI＊）

UIl発披111Jのうち千＄，ノil:し活発に助ａＭｋＭＬをあげているのがＳＵＤＥＮＥ下ある。政府み

ずから。「東北伯を蚊うこと，すなわちブラジルを救うこと〒ある」と言明している。人口か

li3簿下朱DII妬．不毛の他の多V､アマソ・ン地域や中西部に比べ，東北地域は立地的に海津鉱をも

ち，い式下は「南」との交通が道路に｣:って締ばれていること,い注だ全体として住民の生活

水蝋が低く貧困にあえい〒いる住民が多いか０人口２．８００万mI後の経済単位をもってい愚と

と（そのために雀た，生活璽椀の整陶力慰満子あるが）す〒に存在している諸工業を育成・拡

充し，董士「市」から新しく工莱を鱗数することによって，「南」との工業力格差を噸めうろ

こと，幸い，パイーア州を中心に石油天然ガス，タングステン，マクネサイＭ上淳の地下資

源，パウロ．アフオンソ発611所をはじめfiL力供給か比枚的に瞳っていること等’好条件下にあ
る。

ＳＵＤＥＮＥの役割を大血（二つに分けることが下きる。その－力ｉ辿邦予算下もって，優

先庇の高い公共砺業に役併し。インフラストラクチュアを肱元して，工業化惟巡の現塊づくり

を行なうこと，その二が衝５４／18条掛金'`の哲理下ある。

衝５４／１８条衝金”は０租税４１F別措睡法（１，６１年，月１４日付，法第３９９５号第３４

条および１１６３年６月２'日付，法鞆４２５，号第１８条）によっておｂ，ブラジルの法人

か法人秘の５０％を限uZとしてＢＮＢ（ブラジル:M(北銀行）に預庇すると，その分だけ減税扱

いを受けることが〒き，ＢＮＢから，ＳＵＤＥＮＥが地域開発に有益と狸めたプロジェクトに迎

用される。ロ預託減税掛金”とも呼ばれる。

こうして茄托した減税掛金を預託主の法人が迦用する蝿合に二つあり，ＳＵＤＥＮＥの盟可し
い,▲り

たブロジゴクトに資本参加をいし融倒の形をとる賜合と，自らか企業を設立する際のEl金の一

部とする場合とに分れる。

資本露加ないし触簡の劉合ＢＮＢに頑庇したときの翌年１２月末室下に闘本参加ないし融

画を終えねばならず。なお１年１１１１の憩予を腿められろが，それ〒も堂だ迎用されなかった秘合

東北伯惚源開発鯛交韮金（ＦＵＲＥＮＦｌ）にjIn入れられる。ｊ､常CDG形子融ＩＨＩに向けても５年間は

返済を求めることは下きず，灯本参加の場合もIHI決権のない優先嫌として扱われ,しかも，５

年Iillは触渡不能下ある。５年後に醸渡可能となったとき，､優先的に躯業主がこれを引受けるな

ぎ，企業の梁っ取ｂ防lしか配阻されている。

次に，汝悦Yl金の預託主か自ら設立の企菜に迎朋ナる場合，塗ずり当該企業は波税分の預託

を終えたときから１年以内にフ・ロジェクトをＳＵＤＥＮＥに提出して認可を塗ける。それか麗可

されると．ＳＵＤＥＮＥがプロジェクトの辿抄状況に応じて預駈掛金の引出しを揃示する。引山
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された寅金が目的Ｐ余ｂ使用されていたい場合とか，預託後５年以内にプロジェクトが具体化

しない場合。既引出し分を含めて預託金のすべてはＦＵＲＥＮＥの基金に細入れられる。自己の

預託金のI乱かに，第三者のYji3C金を受入れることは可能T､ある力；これらの総額の少くとも３

分の１に相当する自己濁金を別に手当てし左ければなら左い゜

以上のようにして，ＳＵＤＥＮＥ衝内の束北地域にＳＵＤＥＮＥ認可に上るプロジヱクトに

よって企業を股立すると，１９７１年末誰〒に操業した場合，搬錐DII始後１０年1111,法人税・

同付加税が全免され，州税・TIipiの波・免措I肥も与えらｌLろ。

とのにう左企梁．投碕誘致による工業化促巡に対応して，各州とも工莱団地の逓成を針って

いふ。１９６８年５月現在，東北伯に７カ所の工業団j世が造成されて一部を分誕して希D，な

か〒も，パイーァ州都サルパドールから西方へ１６キロのアラツー工業団地（ＣｅｎｔｒｏＩｎ－

ｄｕｓｔｒユａｌｄｅＡｒａｔｕ）が斌大の而耐（７０５００ヘクタール）とjItも計両的なものとし

て知られている。サルパト．－ル唾と｡IT恨的に紬がつくアラツー戦の処投もこの計両の中に含AR〕

られている。アラソーエ業団jIhには１９６１年１月末現在，搬莱中のｺﾞ筐，1tが７社あｂ，述投中

か２６社，８１両中のものが約６０社ある。

１９６０年から６８年末さ〒に，ＳＵＤＥＮＥが鰹可した工蕊プロジコクトは６４５件（股鮒

・機械の奥新拡充が２２３件。企莱の新股が４２２件）にのぼっている。１９６５年から，預

託波税資金力MBL牧業にも適用されている力ｉｌＰ６１年２月末を７Ｋ認可されたプロジェクト

は１６５件にのぼっている。東北地城がブラジル鋪２の工業化地域に左ｂ，ると予想される。

しかし，ここ〒も，都市と庇村の柄差，継済119皿と社会DII皿の不均衡がみられ，笈た，新しく

蛾政された企莱が金ｂにも近代化・椴械化されていて，雛I:l労働力を工雄面に吸収7.きず，か

えって，技術者や技能者の不足が顕在化しつつある。

地域､制発の究極の目的というと，工業誘致を通じて，民生の向上を3ｌｂ，地域脇差を是正し

上うというところにめる。ＳＵＤＥＮＥな’611発扱幽は，そのための覆境遥鮒としてインフラ

ストラクチニア（エネルギー，運輸．通信．住li1i，教育）の拡充地下資源の開発Miit粟櫛造

の再鯛．近代化，食料供給の安定化とilfjm松111Fの改恕左Ｐに多くのF1金を投入しているの〒あ

る。

＊）日本斑易限興会「ili外市糊JDd矛１１４４準８月号，ＰＰ、１９～４７を参11N。
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